
※このスペースに、写真やｅａ２１のロゴマークを入れても良い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発行日：

（運用期間：2021年9月～2022年6月）

2021年度
環境経営レポート

田岡企業株式会社
2023年2月14日 　

認証番号0013585



　　　　　　　　　　　　

 

１．環境経営の継続的改善を誓約します。

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３．二酸化炭素排出量の削減を推進します。

　　　　　　　（電力、ガソリン、軽油、）

４．廃棄物の削減とリサイクルを推進します。

５．水使用量の削減を推進します。

６．環境に配慮した施工を推進します。

７．本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日：
　

環 境 経 営 方 針

　当社は、主に管工事業の設計施工の事業をしております。管工事業を通じて「環境に優し
い施工」をモットーに、地球環境の保全のため、環境負荷の一層の低減を図るべく、定期的
に経営における課題とチャンスを明確化すると共に、エコアクション２１環境経営システム
を構築・運用し、社員一丸となって自主的・積極的に環境への取組を推進します。

2021年9月1日

Ⅰ．ごあいさつ

　田岡企業株式会社は、昭和４４年の設立以来、管工事業を通して地域社会の発展に尽力し
てまいりました。全従業員が地球環境の保全の重要性を認識し、環境負荷の低減に努めるこ
とにより、美しい国土の維持、人と環境が共存する社会を目指して取り組んでまいります。

代表取締役　田岡　献一郎
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
田岡企業株式会社
代表取締役　田岡　献一郎

（２） 所在地
本　　　社 〒651-2124　兵庫県神戸市西区伊川谷町潤和１７２４番地

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先

責任者 代表取締役　田岡　献一郎 TEL:078-974-1666

担当者 　鎌倉　明子 FAX：078-975-6950

E-Mail：keiri@taokakigyo.co.jp

（４） 事業内容

　　許可番号　兵庫県(特-28）第103858号　　許可年月日　令和２年３月１１日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限　　令和７年３月１０日　

土木工事業・舗装工事業・水道施設工事業・消防施設工事業

　　許可番号　兵庫県（般-28）第103858号　 許可年月日　令和２年３月１１日　

　 許可期限　　令和７年３月１０日

（５） 事業の規模

設立

資本金 　３千万円

売上高　　　　　

各事業所の規模 　

本社 倉庫 合計

４名 無人 ４名

145㎡　　　　　　79㎡　　 224㎡

約400㎡ 79㎡ 約400㎡

（６） 事業年度 ７月～翌年６月

Ⅲ．認証・登録の対象範囲

登録組織名： 田岡企業株式会社
対象事業所： 本社

活動：　　　　　　 上下水道給排水設備工事、空調冷暖房設備工事、

消防設備工事、水道施設工事、土木工事

敷地面積　　　

管工事業

昭和44年1月26日

９千５百万円（2022年度実績）

従業員　　　　　

延べ床面積　　　
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田岡企業株式会社　実施体制図及び役割・責任・権限表

(本社）

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営レポートの承認

・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐

（環境推進委員）
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

工事責任者 ・建設現場における環境経営システムの実施

（環境推進委員） ・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

 ・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

・建設現場での問題点の発見、是正、予防措置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

□環境経営システム組織

代表取締役

環境管理責任者

環境事務局

事務部門
工事部門

（工事責任者）

（環境推進委員） （環境推進委員）

役割・責任・権限

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）
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Ⅳ．主な環境負荷の実績

単位
2020年度
基準年度

2021年度

kg-CO2 15,658 13,880
ｋWh 10,057 10,623
L 5,050 4,252
L 226 181
kg - -
kg 実績不明 20
kg 3,120 2,340
㎥ 203 163

Ⅴ．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

kg-CO2 15,658 15,501 15,345 15,188 15,032

対基準 △１% △２% △３% △４%

kWh 10,057 9,956 9,856 9,755 9,655

kg-CO2 3,359 3,325 3,292 3,258 3,225

対基準 △１% △２% △３% △４%

L 5,050 4,999 4,949 4,898 4,848

kg-CO2 11,716 11,599 11,482 11,364 11,247

対基準 △１% △２% △３% △４%

L 226 224 222 219 217

kg-CO2 583 577 572 566 560

対基準 △１% △２% △３% △４%

kg 実態不明 20 20 20 19

対基準 ― △1% △2% △3%

㎏ 3,120 3,089 3,058 3,027 2,997

対基準 △１% △２% △３% △４%

－ 0% 目標設定 目標設定 目標設定 目標設定

1％ 2％ 3％ 4％

㎥ 203 201 199 197 195

対基準 △１% △２% △３% △４%
件 実績不明 実態調査 目標設定 取組継続 取組継続

対基準 取組開始

注）化学物質は使用していない。

項　目

二酸化炭素排出量

　電力使用量

　ガソリン使用量

　軽油使用量

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度
基準年度

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

廃棄物排出量

　一般廃棄物

　産業廃棄物

水道水使用量

Ⅱ．廃棄物排出量
　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物の
削減

建設リサイクル率

の向上

Ⅲ．水使用量

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

　　削減

Ⅴ.環境に配慮した
　施工の推進

注）電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、関西電力（株）2018年度実績値の
    調整後係数 0.334kg-CO2/kWh を使用。
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（２）運用期間の実績

基準値 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 15,658 15,502 13,880 112% ×

対基準 △１% ＋9％
kWh 10,057 9,956 10,623 94% ×

kg-CO2 3,359 3,325 3,548
対基準 △１% △11％

L 5,050 5,000 4,252 118% △
kg-CO2 11,716 11,599 9,865
対基準 △１% ＋20％

L 226 224 181 124% △
kg-CO2 583 577 467
対基準 △１% △6％

kg 実績不明 ― 20 ― ×

対基準 ― ― ―

㎏ 3,120 3,088 2,340 99％ ×

対基準 △１%
－ 実績不明 ― ０％ ― ―

㎥ 203.0 201 163 123% ○

対基準 △１% △6%

件 実績不明 実態調査 実態調査 － －

対基準

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年
基準年度

運用期間における実績
（2021年9月～2022年6月）

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　一般廃棄物
　　　削減

産業廃棄物の削減

建設リサイクル率

の向上

Ⅲ．水使用量

　　削減

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

Ⅱ．廃棄物削減

注3) 運用期間における建設リサイクルの対象事象の発生はなかった。/産業廃棄物発生
量（2,340㎏）実績値

注4) 環境に配慮した施工とは、騒音、振動、粉じん、道路の汚れ、水の汚れなどを防止
し、廃棄物適正処理・３Ｒに努め、付近住民の生活に配慮した工事を言う。

Ⅴ.環境に配慮した
　施工の推進

注1) 達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100(％)、増加を目指
す場合は、達成度＝実績÷目標×100(％)

注2) 評価欄にて、○：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％～100％未満）、×：
未達成（95％未満）
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Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
達成状況

（目標達成）

―

（目標達成）

◎

◎ 照明の消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底する。

◎

（目標達成）

◎ 意識をしエコドライブを実行する。

◎ 日頃から安全運転に注意している。

◎

（目標達成）

◎ 日頃から安全運転に注意している。

◎

◎ しっかり取り組めている。

◎

○ 正確な排出量を把握する工夫をする。

○ 分別ができ、状態が把握できるようになった。

○ 設置済みである。

今後も実態調査を継続しながら、削減に努める。

次年度も左記取組を継続する。

〇

（目標達成）

○

○

次年度も、左記取組を継続する。

〇

○

次年度も、左記取組を継続する。

（下記の通り） （下記の通り）

電力使用量の削減

・空調温度の適正化
（冷房28℃暖房20℃）

空調温度は適正値に設定している。

取り組み計画 評価結果と次年度の環境経営計画
二酸化炭素排出量の削減

・効率的な移動 次年度も、左記取組を継続する。

軽油使用量の削減

・アイドリングストップ

・空気圧、オイル等の点検 計画的に点検している。
次年度も、左記取組を継続する。

・不要照明の消灯

・設備の空運転禁止 こまめに運転作動している。
次年度も左記取組を継続する。

ガソリン使用量の削減

・アイドリングストップ

・急加速・急停車の防止

・分別の徹底 今後も正確な排出量を把握しながら削減に努める。
次年度も左記取組を継続する。

産業廃棄物の削減 （目標達成）

・実態調査

一般廃棄物の削減 （目標達成）

・コピー用紙の両面刷り、裏面利用

次年度も左記取組を継続する。

水使用量の削減

・節水の周知徹底 節水の呼びかけにより達成できたが、より徹底をはかる。

・清掃時・手洗い時の節水 より多くの工夫ができるようにする。
次年度も、左記取組を継続する。

・素材ボックスの設置

・保管場所の掲示板を設置

建設リサイクル率の向上 （目標やや達成）

・分別によるリサイクル推進 素材の分別に留意する。

・環境配慮施工の推進 可能な限り環境に配慮した施工を実施した。

環境に配慮した施工の推進 （実態調査）

・工事分野別の技術・ノウハウ
　の収集

各種工事分野の環境配慮工法について調査を開始。
引き続き継続する。
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Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

適用される法規制 遵守する事項

廃棄物処理法 保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェスト
の交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

建設リサイクル法 特定建設資材廃棄物の再資源化義務

消防法 消火設備の定期点検(防火対象物）、事故時の措置届出（通報）

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な処理

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規への違反はありません。
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Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し要否

否

否

否

否

否

代表取締役　　田岡　献一郎

2023年2月14日

環境経営計画 -

実施体制 -

その他 -

項目 見直し内容

環境経営方針 -

環境経営目標 -

　当社は、良い地球環境や自然環境を次世代に残すための取り組みの大切さを社員全員が認識し、エコアクショ
ン21に取り組んで来ました。環境推進委員の間では活発な意見交換等をし、他の社員や非正規職員にも徹底して
います。
　節電、節水、エコドライブなどの省エネについては、今後より一層努力をして行きます。　　　　　　また、
３Ｒなどの無駄をなくす取り組みは、社内活動として定着して来ています。
　全体的には、非常に厳しい経済状況の中、投資をなるべく抑えて、目標を設定して実行し、達成できて来たこ
とは、非常に評価出来ると考えます。
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